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リコール届出一覧表 

リコール届出日：平成 18 年 3 月 23 日 
 

リコール届出番号 １６４３ リ コ ー ル 開 始 日 平成 18 年 3 月 24 日 

届出者の氏名又は名称  本田技研工業株式会社 問い合わせ先：お客様相談室 

 代表取締役 福井 威夫 ＴＥＬ ０１２０－１１２０１０ 

不具合の部位（部品名） 乗車装置（ドアロック） 

基準不適合状態にある

と認める構造、装置又

は性能の状況及びその

原因 

スライドドアのフロントラッチカバーの排水位置が不適切なため、排水された

水がアウタハンドルケーブル下端に付着し、アウタハンドル操作時に水滴がケー

ブル内に引き込まれるものがある。そのため、低温時に水滴が凍結し、アウタハ

ンドルでドアを開けた場合にケーブルの摺動抵抗でハンドルが戻らず、ドアを閉

められなくなるおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、左右スライドドアのフロントラッチカバーを対策品と交換するととも

に、アウタハンドルケーブル下端にグリスを塗布する。 

不 具 合 件 数 ６８件 事故の有無 なし 

発 見 の 動 機 販売店からの情報による。 

自動車使用者及び自動

車分解整備事業者に周

知させるための措置 

・使用者：ダイレクトメールで通知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 

・改善実施済車には、後面ガラス左下隅に№１６４３のステッカーを貼付する。
 

車 名 型 式 通称名 
リコール対象車の車台番号の範囲 

及び製作期間 

リコール対象

車の台数 
備 考 

ホンダ ＤＢＡ－ＲＲ１ エリシオン 
RR1-1000032～RR1-1027379 

平成 16 年 4 月 14 日～平成 17 年 9 月 12 日 
27,348  

 
RR1-1100006～RR1-1106165 

平成 17 年 9 月 15 日～平成 18 年 2 月 7日 
6,160  

 
RR1-5000001～RR1-5000064 

平成 16 年 5 月 17 日～平成 17 年 9 月 8日 
64   

 
RR1-5100001～RR1-5100007 

平成 17 年 11 月 8 日～平成 18 年 1 月 30 日 
 7  

ＤＢＡ－ＲＲ２  
RR2-1000013～RR2-1004813 

平成 16 年 4 月 14 日～平成 17 年 9 月 9日 
4,801  

 
RR2-1100001～RR2-1100794 

平成 17 年 9 月 15 日～平成 18 年 2 月 2日 
794  

 
RR2-5000001～RR2-5000031 

平成 16 年 6 月 23 日～平成 17 年 8 月 31 日 
31  

 

 

 
RR2-5100001～RR2-5100003 

平成 17 年 10 月 31 日～平成 17 年 12 月 17 日
 3  



車 名 型 式 通称名 
リコール対象車の車台番号の範囲 

及び製作期間 

リコール対象

車の台数 
備 考

ホンダ ＤＢＡ－ＲＲ３ エリシオン 
RR3-1000033～RR3-1012977 

平成 16 年 4 月 14 日～平成 17 年 9 月 12 日 
12,945  

 
RR3-1100008～RR3-1101255 

平成 17 年 9 月 15 日～平成 18 年 2 月 3日 
1,248  

 
RR3-5000001～RR3-5000055 

平成 16 年 6 月 22 日～平成 17 年 9 月 9日 
55   

 
RR3-5100001～RR3-5100007 

平成 17 年 12 月 2 日～平成 18 年 1 月 12 日 
 7  

ＤＢＡ－ＲＲ４  
RR4-1000016～RR4-1003269 

平成 16 年 4 月 14 日～平成 17 年 9 月 9日 
3,253  

  
RR4-1100002～RR4-1100388 

平成 17 年 10 月 5 日～平成 18 年 2 月 2日 
387  

 

(計 4 型式) (計 1 車種) 
（製作期間の全体の範囲） 

平成 16 年 4 月 14 日～平成 18 年 2 月 7日 
（計 57,103 台）  

(備考) 

本届出は、平成１７年２月１０日「届出番号１３５４」のリコール届出において、不具合に対する改善

措置の内容が不十分であったため、改善措置の内容及び対象範囲を見直し、再度対策を行うものである。 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


